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副題

■１.安全・安心 ■５.公共工事の品質確保・向上 1 4

□２.環境 ■６.景観 5 6

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号：

■1.省人化 □5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 1 2
開発目標 ■2.省力化 ■6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 3 4
（選択） ■3.経済性向上 ■7.作業環境の向上 □11.品質の向上 6 7

■4.施工精度向上 □8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号：

従来技術名：

1.経済性 □1.向上（　%）　■2.同程度　□3.低下（　％）　 番号： 2
2.工程 ■1.短縮（53.0％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　番号： 1
3.品質・出来型 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
4.安全性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 ㈱総合開発 販売会社 アスザック㈱ 協会名

会社名： 住所：

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

1）何について何をする技術なのか
・従来の積みブロックの控え厚をそのままに、裏型枠と一体成型した2.0個/㎡使いのブロックで、機械施工による
近年の熟練工の人員不足対応、現場作業員の負担軽減・施工工程の簡略を目的とした新技術である。
・ポーラスコンクリート製品で、明度低下による景観性向上、生物生育環境に配慮が必要な箇所に適応できる。
・即脱式製法で生産能力は非常に高く、災害復旧等の特需でも安定した供給が可能。
・機械施工により工期短縮が可能。
・控え厚は350型、500型の2タイプから選択できる。
2）従来はどのような技術で対応していたのか？
・0.1㎡/個の積みブロックで対応。
3）公共工事のどこに適用できるのか？
・従来の積みブロックと同様に、法面保護工事、道路工事、河川護岸工事など。

長野県上高井郡高山村大字中山981

広域河川チーム 026-245-5219

大谷 正志

アスザック㈱
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平成28年10月1日

□1.工法　□2.機械　□3.材料　■4.製品　□5.その他

問合せ先

アスザック㈱ 長野県上高井郡高山村大字中山981

技術営業部
026-245-1520

栗原 正徳

026-245-5219

026-245-1520

ootani-masa@asuzac.co.jp

kuri-masa@asuzac.co.jp

変更受付年月日

積みブロックの控え厚さを変えずに、裏型枠(抜き型枠)と製品を一体
化させた2.0個/㎡使いの省力化ポーラス積みブロック

開発年

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

53.0

登録番号

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 ekロック
収受受付年月日 令和5年5月31日

番号：
4

1-2-1.河川／河川海岸

評価（事前・事後）

分類

■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

活用の効果

コンクリート積みブロック



ekロック 登録No. 1785

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1

その他
（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）

土木工事標準歩掛（令和5年度 国土交通省土木工事標準積算基準書）
第Ⅱ編共通工　第2章共通工 ③コンクリートブロック積工 大型ブロック積

出来形管理基準は、土木工事施工管理基準(添付資料-1)に準ずる。

A-2

積みブロックの控長を35cmのまま大型化した省力化積みブロックのため、ブロック据付・裏型枠使用サイクル
を除き、施工工程は従来の積みブロックと基本的に同様である。
1.　基礎工
2.　製品据付
　①吊具（クランプ）をブロックに装着（製品一個当り2個使用）
　②製品天端部にある突起を、吊り上げている上部の製品と噛み合わせるように設置する
　　※製品1個に付き、突起部は4箇所
3.　裏込砕石投入
　　※裏型枠は、製品に一体化されているため、裏型枠の設置は不要
4.　胴込コンクリート打設
5.　2～4を所定の高さまで繰り返す
　　※必要に応じて水抜きパイプを設置
　　　水抜き穴は隣接する2個の製品に対し、ノックアウトを現場で叩いて開ける

■1(1).歩掛りあり（標準）　□1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

ekロック350型：17,400円/㎡
※ekロック500型の取扱いもございます

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）
・特になし

（長　所）
・裏型枠と一体成型した2.0個/㎡使い（H400×L1250）のブロックである。
・胴込コンクリート打設時に発生していた工程（裏型枠準備→設置→撤去→水洗い→片付け）は、裏型枠の一
体化により省略される。また胴込コンクリート量は0.152㎥/㎡と少なく、施工管理の負担が軽減される。
・カーブ対応は、裏板部のスリットをノックアウトして対応可能である。
・ポーラスコンクリートのため、明度に優れ生物育成環境に配慮が必要な箇所でも使用できる。
　（明度：4.0　テクスチャー：44）



登録No. 1785

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号

特許番号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号

新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号

その他の 証明年月日

制度等に 証明機関

よる証明 証明範囲

制度名、番号

証明年月日

証明機関

証明範囲 44

平成29年12月7日

令和5年4月6日

4.0

明度証明書、全協明証第1993号

公益社団法人全国土木コンクリートブロック協会

テクスチャ－証明書、全協テ証第0061号

公益社団法人全国土木コンクリートブロック協会

さらなる用途向上へ向けての製品改良

・施工重機が作業できるスペースが必要。
・ブロックの搬入と従来同様の施工用重機の設置が可能なこと。

（適用できる条件）
適用できる条件
・重機が搬入可能で、従来の積みブロックが適用可能な箇所
・法勾配 1：0.3~1：3.0　直高 H＝5.0ｍ程度まで

特に効果の高い適用範囲
　・工期短縮、省力化を行う場合
　・明度低下による景観性、生物生育環境に特に配慮が必要な場合

・従来の積みブロックが適用できる箇所であること。

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 ekロック

A-3

（適用できない条件）
・従来の積みブロックが適用できない箇所。
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実績件数 公共機関： 71 民間：

発　注　者 施工時期
山梨県峡南建設事務所 2023年2月

山口県岩国土木建築事
務所

2020年3月

山口県岩国土木建築事
務所

2020年2月

山口県岩国土木建築事
務所

2019年3月

山口県岩国土木建築事
務所

2019年11月

島根県益田県土木整備
事務所

2018年4月

山口県柳井土木事務所 2019年3月

中国地方整備局
山口河川国道事務所

2017年3月

山口県柳井市役所 2020年3月

長野県小諸市 2023年3月

岩国大竹道路室の木地区第2改良工
事

平成29年度相生橋側道橋架設工事

葛籠沢川河川工事

30年災補災河第820号田代川災害
復旧工事第4工区

30年災補災第477号主要県道周東
美川線災害復旧工事第1工区

30年災補災河第96号島田川災害復
旧工事第1工区

30年災補災河第820号田代川災害
復旧工事第5工区

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 ekロック

工　事　名

令和4年度市単道路等整備事業市
道7328号線道路改良工事

戸石川河川災害復旧工事

一般県道平生港田布施線道路改良
工事

9
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長野県小諸市
令和4年度市単道路等整備事業

長野県佐久市
令和3年度道路メンテナンス事業２号橋本願橋橋梁

架替工事その1

山梨県峡南建設事務所
葛籠沢川河川工事

山梨県峡南建設事務所
葛籠沢川河川工事（置き場の様子）

製品写真 製品据付

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 ekロック
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